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 道路や街路を始め、観光地・広場・ビューポイントパーキング等の景観において、舗装が利

用者の空間イメージの印象に与える影響は大きい。しかし、そういった視点からみて必ずしも

現場において適切な舗装材の選定、施工、維持補修等が行われているとは言えない状況にある。

本稿は景観からみた舗装に関する一考察として、土木景観工学における景観の定義に立ち戻っ

て、道路・街路の「景観機能」について再定義を試みた。さらに道路・街路の「景観機能」の

発揮という視点からみた舗装に関する課題について、具体事例による検証を踏まえながら、積

雪寒冷地特有の課題も含めて整理、考察したものである。 
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1.  はじめに 

 現代の日本では、人は日々の生活の中で外部空間にい

るそのほとんどの時間を何かしらの舗装の上で過ごして

おり、意識的であれ、無意識であれ、触覚、視覚を通し

て舗装が人々に与える影響は非常に大きい。社会資本整

備における景観整備についても、空間イメージ形成にお

いて舗装による役割が大きい事は、道路や街路（以下街

路を含む道路全般を道路・街路と表記）を始め、観光

地・広場・ビューポイントパーキング等の風景からも容

易に理解できる（写真-1）。一方で、切迫した地方の現

状からみると、空間イメージ向上による観光地の魅力向

上や地域の活性化が求められており、近年地方の財政が

厳しい中で、より戦略的かつ効率的な空間イメージ形成

が必要となっている。 

しかし、現在では「景観」という概念について多種多

様な解釈がなされており、それに基づく様々な「景観配

慮型といわれる製品」が出回り、中には本来の景観工学

の観点からみると不適切な使用がなされているものも多

い。また、竣工直後の見た目が重視され、（言い換えれ

ば、その後の長い期間の見た目が軽視され）整備後のエ

イジングへの配慮の無さや、維持管理段階の不適切な対

応により、長期的にみた場合の景観の質の低下をもたら

している例も多くみられる（写真-2）。 

以上のような問題意識から、本稿では、空間イメージ

形成に寄与する舗装のあり方に関する試論として、はじ

めに道路・街路の景観を対象として考察を進める。まず

土木景観工学に基づくそもそもの「景観」の定義に立ち

戻って、道路・街路が果たすべき「景観機能」について

再定義を試みる。そこから「景観機能」に寄与するため

に、舗装が果たすべき役割について具体事例をもとに検

証する。さらに「景観機能」の耐久性向上という観点か

らの舗装の課題について、積雪寒冷地特有の課題も含め

て整理する。最後に空間イメージ形成に寄与する景観か

らみた舗装の考え方について整理しつつ、寒地土木研究

所における関連する研究について今後の展望を示す。 

 

写真-1  魅力的な空間イメージを形成する観光地の舗装 

                 （北海道） 

 

 
写真-2  劣化したブロック舗装（北海道） 
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2.  道路・街路における「景観機能」とは 

(1)   道路・街路の機能について 

道路構造令によると、道路の機能について、自動車、

自転車、歩行者に対する交通機能（通行機能、アクセス

機能、滞留機能）と、空間機能（市街地形成、防災、環

境、収容）があるとされている 1）。 

 一方で既往の文献等により、道路または街路空間には

さらに交流機能、地域認識機能があると指摘されている
2）。交流機能は空間機能の一つとしても考えられるが、

道路空間によって人々（主に歩行者）が交流する場を提

供するという機能であり、地域認識機能とは、歩行者ま

たは運転者が道路空間を移動する際にそこからの眺めに

よって、その地域のイメージ形成を行うことができると

いう視点場としての機能である。例えば、ドイツの国土

に対する森林面積は日本の半分の32%しかないが、道路

周辺への計画的な森林の造成や、道路と森の一体感の出

る整備などにより、道路を走る旅行者に対して実際より

も森が豊かなイメージを与えていると指摘されている3）。 

バリアフリーや環境への配慮などは、機能の一部とし

て記される場合もあるが、むしろ昨今では上記の機能を

発揮していく中で当然満たすべき条件となってきている

と言える。 

道路・街路が社会資本として求められる上記の機能を

発揮するためには、道路・街路を構成する各要素（舗装、

土工、橋やトンネルなどの道路構造物、交通安全施設、

植栽など）が、機能発揮に寄与する形で適切に役割を果

たしていく必要がある（図-1）。 

 

(2) 空間イメージ目標と 道路・街路の役割 

次に、道路・街路ごとに求められる空間イメージ目標

について述べる。現状、日本では道路と街路の区別はほ

とんどないが、過去日本においても1958年（昭和33年）

までは道路構造令と街路構造令がそれぞれ存在したよう

に5）、道路と街路は本来異なる機能が期待されるもので

ある。すなわち、道路とは円滑な自動車通行を主眼にお

いて計画されるものであり、街路とは文字通り街を形づ

くる道路を指し、都市の骨格を決める道路である。よっ

て、沿道の建築との調和が求められるとともに、その街

の顔としての美観や交流機能などが求めれる。 

現在、制度としてはその区別は無いものの、今後、戦

略的な空間イメージ形成が求められる中では、道路、街

路のどちらの位置付けに近い整備目標像が適しているか

意識して、空間イメージ形成の目標像を立てることが必

要であると考えられる。 

 

(3)   景観の内部目的化 

 一方で、「美しい国づくり政策大綱」に示された景観

の内部目的化の明示や景観法の制定により、景観は社会

資本が有するべき条件として示されてきている6）。この

景観の内部目的化について、これまでみてきたような機

能という面から考えると、当然道路・街路空間を構成す

る各構成要素が「景観」という機能に対して適切に寄与

していく必要がある。 

 それでは、道路または街路が有すべき景観という機能

とは何であろうか。 

  

(4)  土木工学における「景観」の定義 

そもそも景観の定義とは何か。景観法にはその定義は

示されていないため、土木の景観工学において示されて

いる、いくつかの定義から考察を進める。中村良夫は景

観を「景観とは人間をとりまく環境のながめ
．．．．．．

にほかなら

ない。しかし、それは単なる眺めではなく、環境に対す

る人間の評価と本質的なかかわりあいがある」と定義し

ており7）、篠原修はそれを「景観に関して指摘しておか

なければならない第２の点は、それが人間の心的（心理

的、生理的）現象であることである」と補足した上で、

「景観とは対象（群）の全体的な眺めであり、それを契

機にして形成される人間（集団）の心的現象である」と

定義している8）。 

これらの定義から、景観工学上の本来の景観の意味と

は物理的事実のみを指すのではなく、それを主に視覚に

よってとらえた人間の心的現象を指していることが分か

る。つまり「景観に配慮する」とは、それを見た人間が

どのように感じるか、さらにはそれによってどう行動す

るかといった事を配慮するという意味となる。一般的に

言われる美醜の話は、ここには登場しない。確かに一般

的には、利用者に「美しい」と思ってほしいという目的

で行う景観整備が多いが、例えば商店街を「にぎやか

だ」と認識してもらい利用者に足を運んでもらう、歴史

的街並みを「趣がある」と認識してもらい旅行のリピー

ターを増やすなどの目的で行う整備も景観整備と言える

であろう。つまり、盲目的に単に「景観配慮型といわれ

る製品」を設置するのではなく、利用者へ送りたいメッ

 

 

図-1  道路・街路機能と構成要素4） 
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セージの目的に沿った整備を進めていくのが本来の景観

整備だと考えられる。 

 
 (5)  道路・街路における「景観機能」とは 

以上の考察から、道路・街路の「景観機能」とは

「（道路・街路）空間全体の眺め（空間イメージ）から

得られる視覚情報によって、その地域や整備主体が送り

たいメッセージを利用者に適切に伝える機能」であると

再定義することが可能だと考える（図-2）。 

本論では「景観機能」に関する以上の仮説をもとに、

具体の舗装事例について論じていくこととする。 

 

(6)   空間イメージ形成における舗装の重要性 

舗装は道路機能を支える各要素を下支えするものとし

て重要な役割を担うとともに、ほとんど唯一、常時利用

者の身体が直接触れるものであり、視覚だけではなく触

覚を通して利用者に認知される。 

視覚に関して言えば、認知科学の分野では人の視覚情

報処理について、常に大きな意味のまとまりから見始

め、細かいものへ徐々に認識を深めるという「大域優先

の原則」に則っているとされている 9）。このことは、

既往研究により、街路の見方に対しても当てはまること

がある程度確かめられており 10）、道路景観の視知覚構

造に関する研究では、運転者（利用者）の目から見た道

路景観においては、最初に路面
．．

が知覚され、街路樹、建

物等スカイラインを形成する要素がそれに続き、電柱、

標識、広告塔の路側占有物はその次に知覚されるといっ

た階層的な構造を有することが示されている 11）。 

このように利用者の視覚認知という観点からみても、

最初に知覚される舗装が、空間イメージ形成において果

たす役割は非常に大きく、道路・街路が「景観機能」を

発揮するには、特に舗装からの適切な視覚情報が必要で

あると考えられる。 

 

 

3. 「景観機能」からみた具体事例 

 以下、具体例から舗装の「景観機能」について述べる。 

 

(1)  郊外道路における具体事例 

 写真-3は北海道における郊外道路である。このような

郊外の道路は概して、道路に分類される路線であり、円

滑な自動車通行を第一の目的していると考えられる。よ

って目標像となる空間イメージの一つとしては「利用者

に対して円滑な自動車通行が可能な道路空間であること

を伝える」といったものだと考えられる。 

一方で、舗装に目を向けると一般的に黒アスファルト

舗装は車両をスムーズ走らせるために開発された舗装で

あり、区画線と共に、視覚情報から車両の移動空間とい

うイメージを利用者に想起させ、それ以外の舗装（例え

ばブロック舗装など）は人間のための空間というイメー

ジを形成する傾向があるといわれている 12）。（後述す

る津和野の事例でもその傾向が表れている） 

つまり、写真-3のような郊外道路の歩道にブロック舗

装を行うことは、「景観機能」の本来の観点からみると、

路線の空間イメージ目標と、舗装から受ける利用者の空

間イメージが違っている状況だと言える。つまり、舗装

の「景観機能」が適切に発揮されていないのである。 

せっかく単価の高いブロック舗装をしても、場合によ

っては、道路全体にちぐはぐな印象を与えることなどは、

このことからも理解できる。例えば、移動のための交通

機能に特化した郊外道路などにおいては、むしろ歩道も

車両交通をイメージしやすい黒アスファルトに統一し、

快適な移動空間という空間イメージを形成するという方

図-2  道路・街路機能と景観機能 

 

 

 

写真-3  歩道にブロック舗装をした郊外道路（北海道） 

 
写真-4  舗装をアスファルトで統一した郊外道路（北海道） 
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策も考えられる（写真-4）。つまり、景観配慮型製品を

採用することが、必ずしも常に「景観機能」に寄与する

とは限らないことが指摘できる。 

 

(2)  街路における具体事例 

次に街路における景観機能について、具体の事例をあ

げて検証していく。 

愛媛県松山市のロープウェー街で行われた景観整備で

は、歩車道の段差の解消、レンガと脱色アスファルト舗

装による暖色系の一体的な舗装面の創出、及び電線地中

化と地元商店街振興組合による店舗ファサード整備によ

り、美しく賑わいのある空間イメージを形成した（写真

-5、6）。その結果、整備後の地価上昇率が 12.6％（全

国平均 2.3％、地方都市平均-2.8％）と全国トップクラ

スの上昇率を示している 13）。これは、整備による良好

な空間イメージが、商店街の印象向上に効果を発揮した

結果の一つの表れと言えるであろう。 

また2006年（平成18年）に島根県津和野町の本町・祇

園丁通りで行われた「くらしのみちゾーン整備」では、

幅員構成を変えず舗装を自然石舗装とし、舗装パターン

を工夫したところ（写真-7、8、9）、道路中央部の歩行

者数が増加したという調査結果が報告されている（図-

4）。なお、整備前に舗装をアスファルトのまま行った、

トランジットモールの社会実験時に比較しても、舗装変

更後顕著に増加傾向が表れており、「舗装面の変更によ

って「歩行者優先の通りになった」と歩行者が感じたた

めと考えられる」と報告されている14）。 

このことを「景観機能」という考え方に基づいて解釈

すると、舗装材と舗装パターンによる「人のための空

間」というイメージ創出とメッセージが、確実に利用者

の認知、行動に影響を与え、その行動特性に表れた結果

と理解できる。 

このように、適切な舗装選定が「景観機能」の発揮に

確実に寄与した事例を確認することができる。 

 

 
写真-7  整備前の本町・祇園丁通り（津和野町、島根） 

 

写真-8  整備後の本町・祇園丁通り（津和野町、島根） 

 
写真-9  整備後の本町・祇園丁通りの歩行者の様子   

（津和野町、島根） 

 

 

図-4  津和野の整備前（上）、整備後（下）の歩行位置14） 

 

 

写真-5   整備前のロープウェー街（松山市、愛媛） 

 

写真-6   整備後のロープウェー街（松山市、愛媛）  
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4. 「景観機能」の耐久性 

(1)  「景観機能」の耐久性について 

2、3章で述べてきたように、景観機能を道路・街路の

持つ重要な機能の一つとして位置づけると、当然他の機

能と同様、その機能耐久性が求められる。また、視覚情

報を通して利用者にメッセージを送るという「景観機

能」の機能特性を考慮すれば、「壊れないという耐久性

のみでなく、利用者の目に映る耐久性が重要」であり、

「すぐに汚れて見苦しくなるのではなく、時とともに味

わいを増すエイジング効果、飽きのこない意匠、補修や

交換に耐えられる材料」15）の使用などが求められる。

ここでいう「目に映る耐久性」とは見た目に耐久性を有

しているように見えるという意味ではなく、今まで述べ

てきた「景観機能」＝「視覚情報によるメッセージ伝達

機能」が長期間に渡り、発揮される状態を指す。つまり

整備後の劣化や舗装パターンの陳腐化により、当初目的

の空間イメージ形成に寄与しなくなる舗装は、「景観機

能」の耐久性を有していないということである。 

景観整備において自然素材等の使用が推奨される16）

理由は、単に美観の話だけではなく、この「景観機能」

の耐久性を有しているという理由によるところも大きい。 

 

(2)  「景観機能」の耐久性からみた具体事例 

しかし実際に一般に景観舗装と呼ばれている舗装の施

工例を見ると、施工後の維持管理において「利用者の目

に映る耐久性」が十分考慮されてない事例も多くみられ

る。以下、エイジング、施工、維持管理に関して課題を

整理する。 

a) 素材のエイジング効果について 

近年の景観整備事例をみると、エイジングについて十

分考慮しない舗装材選定が行われている例が多くみられ

るが（写真-10）、エイジングに優れた舗装材は、「景

観機能」を長期間に渡って損なわないだけではなく、当

初の空間イメージ形成を時間と共により強化していく効

果が期待される。エイジングに優れた素材としては、石

材、レンガ、自然骨材を活かした舗装などが挙げられる。 

b) 施工に関する課題 

施工時の問題により、短期間で「景観機能」が低下し、

当初の空間イメージ形成が達成されていない事例も多く

みられる。具体的には施工管理、品質管理の不徹底から

施工後短期間で表面が劣化したと考えられる例（写真-

11）や、インターロッキングブロック舗装の端部拘束の

不適切な処理による不陸の発生などが挙げられる。 

c) 維持補修に関して 

維持補修の段階において、当初の空間イメージ形成の

目的が蔑ろにされ、「景観機能」の低下を招いている例

も多くみられる。顕著な例としては再利用可能なブロッ

ク舗装等に対して黒アスファルト補修を行っている例

（写真-12）などが挙げられる。維持補修時に当初の空

間イメージ形成の目的を考慮することはもちろん、将来

の維持補修に考慮した材料の選定が求められる。 

 

 (3)  積雪寒冷地における「景観機能」の耐久性 

一方、積雪寒冷地の舗装に関しては、温暖地域の舗装

と共通する基本的な性能に加えて、積雪寒冷地特有の性

能（摩耗抵抗性、低温ひび割れ抵抗性、凍結融解抵抗性、

凍結防止剤などに対する反応性、寒冷期施工技術など）

が求められる。これらの性能は冬期の道路機能の担保に

対して必要不可欠であるだけではなく、舗装材の劣化等

を防ぐという観点から、「景観機能」の維持にも重要な

役割を果たすと考えられる。つまり、積雪寒冷地におい

て「景観機能」に寄与する舗装を考える際には、冬期の

維持管理段階を経ても「景観機能」の耐久性が担保され

る設計、施工、維持管理などが求められる。ここでは特

にサーフェイスの劣化に大きく影響を及ぼすと考えられ

る以下の二点について課題を整理する。 

a) 路床土の凍上現象によるクラックや不陸の防止 

冬期の路面管理からみると、除雪作業の担保や融雪水

 

写真-10  色の褪せてしまった 
インターロッキングブロック舗装（北海道） 

 

写真-11  施工管理、品質管理の不徹底から 
表面が劣化したと考えれる舗装（北海道） 

 

写真-12  自然石舗装のアスファルト補修（北海道） 
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の再凍結等の防止の観点から、舗装の平坦性の確保が重

要であり、例えば歩道部舗装における増厚工法やすりつ

け工法による凍上抑制効果の向上など、路床土の凍上現

象から起こるクラックや不陸の発生の抑制に対する取組

みが必要となる 17）。 

b) 除雪による切削について 

除雪に寄る舗装面の破損も多発しており（写真-13）、

より耐久性の高い材料の採用や、サーフェイスを傷めな

い除雪方法の検討、除雪作業を円滑に行える道路構造の

検討などが望まれる。 

 

5. まとめ 

景観機能からみた舗装について、本稿で考察した結果

をまとめると以下の通りである。 

①土木景観工学における「景観」の定義に立ち戻って道

路・街路における「景観機能」を「（道路・街路）空

間全体の眺め（空間イメージ）から得られる視覚情報

によって、その地域や整備主体が送りたいメッセージ

を利用者に適切に伝える機能」として再定義を行った。 

②具体の景観整備に対する検証・考察から、舗装を含め

た各構成要素に景観配慮型製品を採用することが、必

ずしも「景観機能」に寄与するとは限らないこと。ま

た地域における道路・街路の空間イメージ目標の達成

に寄与する、適切な舗装材選定により、利用者の認

知・行動に対して影響を与えた事例について確認した。 

③「景観機能」の耐久性の重要性について指摘した上で、

そのための課題について、凍上現象や除雪による切削

など、積雪寒冷地特有の課題とともに整理した。 
 

本稿の考察を通して、空間イメージ形成の目的に則し

た道路・街路の「景観機能」の発揮と、それに寄与する

舗装の選定が重要であることを指摘した。これは当然、

道路以外の観光地・広場・ビューポイントパーキング等

の舗装についても同様の事が言え、むしろそういった場

所では空間イメージに基づく人の認知・行動が、直接的

にその空間整備の成否に繋がることから、より一層目的

とする「景観機能」の発揮が求められると言える。 

6.  おわりに 

以上ような背景から、地域景観ユニットにおいては、

利用者の認知や評価に基づく公共空間の設計手法等につ

いて研究を進めていく予定である。 

また、積雪寒冷地における「景観機能」の耐久性の観

点からみると、設計に対する凍上対策が実施されている

中、今度は除雪による舗装の損傷の回避が期待されるが、

寒地道路保全チームと寒地機械技術チームでは積雪期の

歩道路面性能からみた設計手法と路面処理機械の開発等

に関する研究を予定している。これらの研究成果は利用

者の安全性の向上等に寄与することはもちろん、積雪寒

冷地における「景観機能」が適切に発揮されている公共

空間の創出にも貢献することが期待される。 
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写真-13  除雪による舗装の損傷（北海道） 

 


